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　9月12日、日本科学未来館にお

いて、玉川大学グローバルCOE

プログラム主催のシンポジウムが

開催された。テーマは「ギャンブ

ル・経済・脳科学」。

　髙橋源一郎氏（作家）、坂井克

之氏（東京大学大学院准教授）、

西條辰義氏（大阪大学教授）の3

人のパネリストを迎え、本学脳

科学研究所の坂上雅道教授が導

入講演と司会。人がなぜリスクを

伴う行動を選ぶのかを、人間観察、

意思決定脳科学、神経経済学の

領域からのアプローチで追究した。

　脳がどのように「社会に生きる

心」を生み出しているのかを、倫

理観や経済観なども含めて多角

的にとらえようとする試みは、聴

衆にもアピールし、最後まで熱心

な討論と意見交換が交わされた。
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徹底討論！
社会に生きる人間の心を
脳科学的に解き明かす

玉川大学
グローバルCOE

シンポジウム
開催
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６年生の林間学校（白根登山）。３泊４日を自然のなかで仲間ととも
に過ごした（９月５〜８日、群馬県・丸沼）
6th graders enjoy the School Camping Trip (Sep.5-8)

5年生が環境学習で箸づくり。中学年校舎裏の竹を使ってオリジナル
の箸を完成させた（９月７日、中学年校舎）
5th graders make chopsticks during the Environmental Study 
Program (Sep.7)

９年生の五十嵐淳哉君が、4年生に向けて南極体験のプレゼ
ンテーション。五十嵐君は昨年度、STUDENTS ON ICE
主催の、環境問題などを学ぶ南極での教育プログラムに最年
少で参加した（９月２日、低学年校舎）
9th grader, Junya Igarashi, gives a presentation to 4th 
graders about his experiences during his trip to the South 
Pole (Sep.2)

上：おおいに盛りあがったパネルディスカッション。
司会の坂上教授（左）は玉川大学グローバル COE プログラム拠点リーダー
下左 : 自らのギャンブル体験と文学の必然を語った髙橋氏 
下中：意思決定脳科学から人の行動を解明してみせた坂井氏
下右：西條氏の取り組む神経経済学は消費活動分析にも応用

「食虫植物の胃の中を探検する─食虫食物の胃液は本当に虫を溶かすことができる
か？─（簡易内視鏡を自作する）」をテーマにしたリフレッシュ理科教室。午前は小・
中学校教員、午後は小・中学生対象で開催（８月19 日、サイテックセンター）
Students in the Refresh Science Class use an endoscope to explore the insides of 
carnivorous plants, and find out whether or not they can use their stomach fluids to 
break down insects (Aug.19)


